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天
候
に
息
ま
薇

日
差
し
も
暑
い
中

紋
山
神
社
春
季
例
夫
祭

‐
ヽ

l

、
瓢

ピ
轟

例
年
に
な
く
初
夏
を
思
わ
せ
る

天
候
に
恵
ま
れ
、
萩
山
神
社
春
季

祭
が
区
関
係
各
位
と
、
保
存

一事
長

長
尾
氏
の
采
配
の
も

担
当
幹
事
各
位
と
区
民
皆
様

力

・
ご
尽
力
に
よ
り
無
事
奉

れ
ま
し
た
。

子
曳
き
の
二
人
の
小
学
生
、

陽
射
し
の
中
、
又
慣
れ
ぬ
草

重
い
衣
装
で
踊
る
姿
は
実
に

立
派
で
し
た
。

貴
重
な
体
験
は
良
い
思
い
出
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

二
十
五
日
に
は
浦
安
の
舞
も
各

区
代
表
の
舞
姫
に
よ
り
優
雅
に
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
区
報

「
萩
の
郷
」
も
創
刊

１００
号
で
す
。
歴
代
の
編
集
委
員
の

皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。
慣
れ
ぬ

構
成

・
編
集

・
原
稿
の
依
頼
等
遅

く
ま
で
時
間
が
掛
か
る
時
も
有
り
、

誤
字
チ

ェ
ッ
ク
に
神
経
を
使
い
、

悩
む
時
も
、
関
係
皆
様
の
力
で
成

り
立

っ
て
い
ま
す
。

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

軽 暑  納 の と 会 例
・ い 獅 さ 協
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平成30年 6月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 100号 (2)

一
区
の
情
勢
に
つ
い
て
　
一諏どに創訊
・予麟魏

一　
　
　
区

長

杉

田

洋
　
一　
一
島
の
＾
口
同‐
各
議
が
件

萩
山
神
社
春
の
お
祭
り
が
、　
集
さ
れ
、
ま
た
四
月
に
は
二

二
月
二
十
四
日

・
二
十
五
日

十
九
年
度
会
計
の
監
査
と
代

に
執
り
行
わ
れ
、
萩
の
郷
の

議
員
に
よ
る
決
算
審
議
が
行

安
泰
と
五
穀
豊
穣
、
無
病
息

わ
れ
、
二
十
九
年
度
の
締
め

災
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。
　
と
、
三
十
年
度
の
計
画
を
新

そ
れ
に
合
わ
せ
萩
山
郷
土
芸

年
度
の
常
会
長

・
区
委
員
の

能
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞

・　
合
同
会
議
に
報
告
さ
れ
ま
し

囃
子
屋
台
が
好
天
の
中
賑
や

た
。
四
月
十

一
日
に
は
、
地

か
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
準

区
計
画
に
よ
る
今
年
度
建
設

備
作
業
か
ら
多
く
の
区
民
の
　
課
関
係
の
工
事
個
所
の
確
認

皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
ま

が
行
わ
れ
各
自
治
会
長
に
周

し
た
事
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

知
し
た
所
で
御
座
い
ま
す
。

さ
て
高
森
町
で
は
、　
一
月

防
犯
灯

・
消
防
設
備

・
カ
ー

に
壬
生
新
町
長
が
誕
生
し
、
　
ブ
ミ
ラ
ー
等
も
随
時
対
応
を

前
島
副
町
長

・
帯
刀
教
育
長

し
て
行
き
ま
す
。
特
に
今
年

が
就
任
さ
れ
新
体
制
で
動
き

度
の
計
画
の
中
に
六
区
消
防

出
し
ま
し
た
。
下
市
田
区
で

団

一
班
の
火
の
見
櫓
の
撤
去

を
計
画
に
入
れ
て
あ
り

ま
す
。
屋
根
の

一
辺
が

崩
れ
落
ち
危
険
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
消
防
団

の
操
法
大
会
の
終
了
後

工
事
に
取
り
掛
か
る
予

定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

下
市
田
河
原
の
リ

ニ

ア
ガ
イ
ド
ウ

エ
イ
ヤ
ー

ド
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

東
海
と
基
本
協
定
を
締

結
し
て
今
年
度
中
に
は

地
質
調
査
と
測
量
を
予

定
し
実
施
設
計

・
造
成

工
事
を

へ
て
平
成
二
十
二
年

度
中
に
運
用
開
始
に
な
る
予

定
で
御
座
い
ま
す
。
そ
の
先

の
水
天
宮
か
ら
明
神
橋
の
間

の
拡
幅
工
事
も
地
権
者
の
ご

理
解
を
頂
き
な
が
ら
詳
細
設

計
が
完
成
し
、
今
年
度
は
用

地

・
物
件
の
補
償
を
行
い
前

件
と
同
じ
く
三
十
二
年
度
中

の
完
成
を
目
途
に
進
め
て
い

る
所
で
す
。
そ
の
他
県
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
室
内
ア
リ
ー
ナ

等
の
誘
致
も
町
が
主
体
と
な

り
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
市
田
区
で
は
、
区
民
の

皆
様
の
要
求
に
よ
り
区
民
会

館
の
営
繕
工
事
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。　
一
階
の
二
部
屋
を

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
し
て
テ
ー

ブ
ル
で
会
合
や
会
食
が
出
来

る
よ
う
に
し
、
ト
イ
レ
を
す

べ
て
洋
式
に
改
善
す
る
工
事

を
六
月
初
め
完
成
で
進
め
ま

す
。
こ
の
萩
の
郷
が
皆
様
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
よ
り
使
い

や
す
い
区
民
会
館
に
生
ま
れ

変
わ

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
区
民
の
皆
様
の
要
求
や
ご

意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
安

全
で
安
心
な
地
域
造
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
り

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

△印減 (単位 円)

△印減 (単位 円)

平成29年度下市田区一般会計決算報告書
(自 平成29年 4月 1日 ～至平成30年 3月 31日 )

決算収入額 30,832,110円  決算支出額 24,584,989円 差引残高 6,247,121円
【支出の部】

平成29年度 公民館下市田支館決算報告書
(自 平成29年 4月 1日 ～至平成30年 3月 31日 )

決算収入額 4,039,476円 決算支出額 3,524,072円 差引残高 515,404円
【支出の部】

【収入の部】

【収入の部】

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務  費
環 境 衛 生 費

林  務  費
土  木  費
水  利  費
防  災  費
公 民 館 費

予  備  費
繰  出 金

14,850,000

1,007,000

720,000

4,794,000

6,416,000

2,490,000

3,000,000

2,183,542

0

13,938,587

808,945

715,556

809,922

2,623,165

2,429,749

3,000,000

259,065

△   911,413

△    198,055

△     4,444

△  3,984,078

△  3,792,835

△    60,251

0

△  1,924,4

支 出合計 35,460,542 24,584,989 △ 10,875,553

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
前 期繰 越 金

区

7,561,542

15,598,000

8,600,000

1,153,000

185,000

1,450,000

913,000

0

7,561,542

15,470,260

3,550,363

1,083,397

122,500

1,510,000

1,534,048

0

62,500

60,000

621,048

収 入 合 計 35,460,542 30,832,110 △  4,628,432

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
費

費

費

費

1,930,000

1,860,000

11,000

204,549

1,800,156

1,713,116

10,800

0 △   204,549

支 出合 計 4,005,549 3,524,072 △   481,477

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

金

金

484,549

3,000,000

520,000

1,000

484,549

3,000,000

545,917

9,010

0

0

25,917

8,010

収 入 合 計 4,005,549 4,039,476 33,927
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0

消 防義 務 金

諸 収 入 金

地 元 負担 金

出 金

収 入

△    127,740

△  5,049,637

繰  入  金

町 支

財 産

事  業
広 報

△   146,884

△     200

△   129,844
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平
成
二
十
九
年
度
決
算
の

監
査
委
員
所
見

監
査
委
員
長
松

下

博
人

平
成
二
十
九
年
度
の
監
査

を
四
月
二
十
日
に
下
市
田
区
・

公
民
館
下
市
田
支
館

・
萩
山

神
社
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
致
し

ま
し
た
。

下
市
田
区

一
般
会
計

・
特

別
会
計
の
決
算
報
告
書
に
基

づ
く
監
査
、
公
民
館
下
市
田

支
館
決
算
報
告
書
に
基
づ
く

監
査
、
萩
山
神
社
会
計
報
告

書
に
基
づ
く
監
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の

金
銭
出
納
帳

・
預
金
通
帳

・

領
収
書
綴
り

・
元
帳

・
現
金

等
を
精
査
し
た
結
果
、
適
正

且

つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成 30年度 高森町公民館下市田支館
歳入歳 出予算書

(自 平成30年4月 1日 ～至平成31年3月 31日 )

【収入の部】      【支出の部】 (単位円)

平成30年度 下市田区一般会計
歳 入歳 出予算書

(自 平成30年 4月 1日 ～至平成31年 3月 31日 )

【収入の部】        【支出の部】
科  目 1本年度予算額

前 期 繰 越 金 1 6,247,121

区    費 1 15,200,000
町 支 出 金 11,587,000

財 産 収 入 1,147,000

地 元 負担 金 219,000

消 防 義 務 金 1,400,000

諸  収  入 1,295,000

繰  入  金 5,277,000

合   計 42,372,121

(単位 円)

科  目 本年度予算額

繰 越 金 515,404

繰 入 金 3,000,000

補 助 金 520,000

雑 収 入 1,000

合  計 4,036,404

科  目 本年度予算額

総 務 費 2,180,000

事 業 費 1,820,000

広 報 費 11 000

予 備 費 25,404

合  計 4,036,404

ゝ

科   目 本年度予算額

総  務  費 19,637,000

環 境 衛 生 費  1,007,000

林  務  費   720,000

土 木 費 4,393,000

水  利  費  5,490,000

防  災  費 1 4,575,000
公 民 館 費 3,000,000

予  備  費 3,550,121

合   計 42,372,121

平成30年度
公民館下市田支館事業計画

平成30年度 公民館下市田各分館事業計画

月日 (曜 ) 事 業 名 内   容

6月 15日 0 *区報 。館報
「萩の郷」
100号発行

。年 3回発行

7月 28日 (→ *萩の郷祭り ・盆踊り
。子供花火大会
。演奏、演技
(保育園児)

。お楽しみコーナー

10月 13日 (」
ヘレ14日 (日 )

*文化祭り
萩の郷ふれあい
広場

・作品展示
。消防ふれあい祭り
。舞台発表

11月 15日 的 *区報・館報
「萩の郷」
101号発行

11月 17日 出
～18日 (日 )

*「高森町まるご
と収穫祭」に
テント村出店

。おしるこ

無料サービス

(2,500食 予定)

31年
2月 1日 0

*区報 。館報
「萩の郷」
102号発行

2月 9日 0 *地元町議との
懇談会

・テーマを決めてそ
れに対する考えを
聞く
・町議からの活動報

・区民からの質問、
要望
・懇親会

3月 下旬
(未定 )

*萩山神社
春祭リタ祭
′′ 本祭

。囃子屋台の短冊依
頼、飾りつけ
。囃子屋台引きの子
供へ法被貸与、お
やつ配布
。写真、ビデオ撮影
。その他 お手伝い

区 月日 (曜 ) 事  業  名 内 容

区

5月 26日 0

6月 10日 (日 )

7月 21日 0

9月
10月

16日 |‖ )

21111‖ )

*一区親子ふれあい教室
(一区積善会館)

*一区スポーツ大会

*一区ふれあい広場夏祭り
(一区積善会館 広場)

*一区マレットゴルフ大会 。懇親会
*一区ペタンク大会

(高森ドーム)

保育園児。小学生を対象に親子ふれあいを
通 して親睦を深め、昼食を楽しむ。
スローピッチソフト
ワンバウンドぶらば―るパレー

夜店、ゲーム、踊り、子供神興と花火大会

。マレットゴルフを通じて地域の親睦を図る。
・常会にて親睦を深める。
(町大会予選会を兼ねる)

２

区

6月 3日
7月 14日
10月 7日

(日 )

①
(日 )

*下三ペタンク大会 (高森ドーム) o常会対抗
*下二納涼祭 (下二会館 広場)  。区民全員で楽しい夜を過ごす。
*二区ふれあい運動会

３

　

区

6月 17日 (日 )
10月 7日 (日 )
31年
1月 27日 (日 )

*多世代交流会&ち ょっと防災
*三区ふれあい運動会

。子供と年配者との交流 軽スポーツの集い

*三区ペタンク大会 (高森ドーム) ・常会対抗

４
　
　
一区

6月 10日 (日 )

9月 30日 (日 )
31年

1月 1日ω

*夏期スポーツ大会及び焼肉交流会
(南小学校グランド・体育館)

*ふれあい広場ミニ運動会

・ スローピッチソフト、ふらば―るパレー、
焼肉交流会

*元旦マラソン大会 (第 29回 )
(分館 。漸進会)

。元旦マラソン

区

6月 24日 (日)

9月 2日 (日)

12月 24日 (月 )

31年
月 5日 山
6日 (H)
27日 (日 )

*オーイお茶だに./(下 五会館)

*五区スポーツ大会 (高森ドーム)

*松取り、おやす作り(下五会館)

*ほんやり作り(下五会館)
*ほんやり
*オーイお茶だに./(下 五会館)

。子供から高齢者、双葉会、おいなんよの会、
1 民生委員
|・ ペタンク、グランドゴルフ、親睦会
| (下五会館)
|。
育成会、PTA、 子供

・育成会、PTA、 子供
・育成会、PTA、 子供
。子供から高齢者、双葉会、おいなんよの会、
民生委員

区

5月 20日 (日)
7月 20日 0
8月 5日 (日)
12月 23日 (日 )

31年

1月 6日 (日 )

*マ レットゴルフ大会
*盆踊り講習会
*納涼祭、盆踊り大会 青年部合同
*正月飾り作り

*どんど焼き

親水公園にて各組、常会対抗の大会
主に市田音頭 その他数種練習
。お祭
。子供
習う

り広場で夕涼みと盆踊り
はオヤス、大人は門松、注連縄作りを

明神橋上流河川敷
伝統行事のどんど焼き

ヽ

７

´

′
′

ヽ ヽ ~電口■

」

|

| |
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二
月
十
日
、
下
市
田
区
民
会

館
に
て
、
地
元
出
身
町
議
会
議

員
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
三

浦
喜
久
夫
議
員
、
湯
沢
健
彦
議

員
、
北
沢
幸
保
議
員
、
林
ま
ゆ

み
議
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
員
に
は
事
前
に
、
①
今
ま

で
の
活
動
報
告
と
感
想
、
②
町

政
に
対
し
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
事
項
、
四
年
の
任
期
内
に
や

り
遂
げ
た
い
こ
と
、
③
町
政
と

新
町
長
に
望
む
こ
と
、
高
森
町

の
将
来
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の

三
点
を
質
問
事
項
と
し
て
お
願

い
し
、
最
初
に
回
答
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
三
浦
議

員
】

①

一
般
質
問
で
は
、
リ
エ
ア
新

時
代
に
向
け
て
の
観
光
振
興
、

交
流
人
口
拡
大
を
テ
ー
マ
に
質

問
。
議
員
研
修
会
で
は
、
リ
ニ

ア
時
代
の
観
光
振
興
、
議
会
改

革
等
を
勉
強
中
。

②
リ
ニ
ア
開
業
、
三
遠
南
信
道

路
開
通
等
に
よ
り
伊
那
谷
は
変

化
す
る
。
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
ち
、

開
発
も
視
野
に
入
れ
た
中
で
保

全
す
べ
き
こ
と
、
次
世
代
の
た

め
に
な
る
こ
と
を
皆
さ
ん
と
考

え
た
い
。
リ
ニ
ア
の
長
野
県
駅

に
近
い
下
市
田
は
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
必
須
。
生
活
道
路

と
幹
線
道
路
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
し
た
道
路
整
備
は
最
優
先
。

③
リ
ニ
ア
新
時
代
に
向
け
て
、

保
全
と
開
発
の
判
断
を
慎
重
に
。

産
業
振
興
の
中
で
は
市
田
柿
で

日
本

一
を
目
指
す
。

【
湯
沢
議

員
】

①

一
般
質
問
で
は
、
平
成
二
十

一
年
五
月
の
改
元
を
機
に
町
の

発
行
す
る
文
書
等
の
元
号
の
西

暦
併
記
の
提
案
、
自
治
会
未
加

入
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
。

高
森
町
政
治
倫
理
条
例
見
直
し

に
つ
い
て
意
見
提
出
。

②
高
森
町
政
治
倫
理
条
例
の
見

直
し
。
自
動
車
運
転
免
許
返
納

後
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
で
き
る
限
り
玄
関
か
ら
玄
関

へ
。
自
治
会
未
加
入
世
帯
と
加

入
世
帯
と
の
自
治
活
動
に
お
け

る
公
平
性
の
問
題
。
幅
広
い
年

齢
層
、
多
様
の
業
種
か
ら
の
町

議
会
議
員
の
構
成
。

③
高
森
町
に
住
む
こ
と
が
ス
テ
ー

タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な

町
づ
く
り
を
。
リ
ニ
ア
開
通
に

よ
る
首
都
圏
か
ら
の
関
連
施
設

等
の
誘
致
、
教
育

・
芸
術

・
医

療

・
政
治
等
の
研
究
。

【
北

沢
議

員
】

３

一
般
質
問
で
は
、
介
護
職
員

の
確
保
と
事
業
所
の
安
定
経
営

に
対
し
て
援
助
、
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
病
児

・
病
後
児

保
育
の
開
設
等
に
つ
い
て
提
案
。

②
工
業
団
地
の
開
発
、
市
田
柿

工
房
周
辺
の
見
学

・
体
験

・
飲

食
等
、
新
た
な
観
光
拠
点
の
整

備
。
下
市
田
河
原
の
ア
リ
ー
ナ

構
想
。
医
療
・
介
護

・
子
育
て
・

貧
困
等
の
困
難
を
抱
え
て
い
る

人
た
ち
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
。

車
の
運
転
が
で
き
な
い
お
年
寄

り
の
使
い
勝
手
の
良
い
移
送
サ

ー
ビ
ス
の
構
築
。

③
町
民
目
線
や
住
民
自
治
を
基

本
に
、
町
民
が
築
い
た

「平
和
・

福
祉
の
町
」
と
い
う
憲
法
九
条

や
二
十
五
条
を
活
か
し
て
ほ
し

い
。
保
育
園
の
建
て
替
え
は
、

統
合
や
民
営
化
と
い
っ
た
国
の

意
向
を
第

一
に
せ
ず
、
関
係
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
十

分
聞
い
て
進
め
て
ほ
し
い
。

【
林
　
議
員
】

①
毎
月
の
勉
強
会
の
開
催
。
豊

丘
村
の
女
性
議
員
と
連
携
し
、

女
性
た
ち
で
企
画
し
学
習
す
る

「
今
を
知
る
会
」
を
毎
月
開
催
。

②
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
地
域

で
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
身
近

な
課
題
。
女
性
の
ゆ
る
や
か
な

つ
な
が
り
を
は
ぐ
く
む
。
シ
ニ

ア
世
代
の
支
援
。
地
域
で
子
ど

も
を
は
ぐ
く
む
。
情
報
発
信
で

活
動
の
見
え
る
議
会
を
目
指
す
。

Ｃ
町
民

一
人
ひ
と
り
が
心
の
ゆ

と
り
を
も
て
る
町
づ
く
り
、
お

も
い
や
り
の
あ
る
地
域
社
会
に
。

《
質
疑
応
答

・
要
望
》

Ｑ
　
福
祉
バ
ス
の
使
い
や
す
い

運
用
を
考
え
て
ほ
し
い
。

Ａ

湯

沢

議

員

無
料
で
は
限
界
が
あ
る
が
、

個
人
の
要
望
に
応
え
た
い
。

Ａ
　
林
　
議

員

地
域
ケ
ア
会
議
で
課
題
と
な

り
、
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

Ｑ
　
直
虎
ブ
ー
ム
で
町
に
ど
ん

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

っ
た
か
。

Ａ
　
三
浦

議

員

果
物
狩
り
の
増
。
直
虎
御
膳

な
ど
に
よ
る
経
済
効
果
も
あ
る
。

Ｑ
　
農
産
物
加
工
施
設
は
い
つ

で
き
る
の
か
。

Ａ

北

沢

議

員

二
月
議
会
で
審
議
す
る
。

Ｑ
　
加
工
施
設
を
使
い
こ
な
せ

る
人
材
を
探
し
て
ほ
し
い
。
町

に
観
光
課
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
　
三
浦

議

員

や
り
方
は
産
業
課
で
研
究
中
。

Ｑ
　
加
工
施
設
は
当
初
の
提
案

か
ら
七
年
経
過
。
見
通
し
は
。

Ａ

北

沢

議

員

農
家
の
意
見
を
聞
き
、
予
算

計
上
さ
れ
る
か
と
い
う
段
階
。

Ａ
　
林
　
議

員

Ｊ
Ａ
の
関
わ
り
が
重
要
。
利

用
枠
が
空
い
て
い
る
。

ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
か
意
見
を
き
き
た
い
。

Ａ
　
三
浦

議

員

六
次
産
業
を
遂
行
。
平
成
三

十
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

Ｑ
　
豊
丘
村
は
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
が
あ
る
が
、
高
森
町
は
な

ぜ
で
き
な
い
の
か
。

Ａ

湯

沢

議

員

豊
丘
村
の
件
は
北
部
タ
ク
シ
ー

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
費
用
の

問
題
が
あ
る
。
個
人
負
担
増
は

仕
方
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
要

望
に
応
え
た
い
。

Ｑ
　
女
性
議
員
を
侮
辱
し
た
過

去
が
あ
り
、
そ
の
様
な
時
は
他

の
男
性
議
員
か
ら
も
正
し
て
ほ

し
い
。
女
性
議
員
増
を
要
望
。

Ａ

湯

沢

議

員

事
実
を
知
ら
な
か

っ
た
が
、

今
後
は
対
応
し
た
い
。

Ａ
　
林
　
議

員

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
増
え
る
よ
う
声
掛
け
を
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
自
動
車
運
転
免
許
の
返
納

に
不
安
。
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
に
慣
れ
て
お
く
の
は
ど
う
か
。

病
院
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
行
く
と

高
額
と
な
る
の
で
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
を
使
え
た
ら
と
思
う
。

Ａ
　
林
　
議

員

福
祉
バ
ス
や
福
祉
タ
ク
シ
ー

な
ど
、
い
く
つ
か
手
段
が
で
き

る
と
い
い
。

Ａ

三
浦

議

員

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
に
つ

い
て
学
び
、
道
路
整
備
も
併
せ

て
行
い
た
い
。

Ｑ
　
出
砂
原
の
農
免
道
路
は
損

傷
が
激
し
い
。
重
量
車
の
制
限

を
し
て
ほ
し
い
。
拡
張
の
必
要

は
な
い
。

Ａ
　
三
浦

議

員

リ
ニ
ア
を
作
る
に
あ
た
り
、

大
型
車
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
安
全
面
を
考
え
、
地
権

者
と
も
話
を
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

杉

田

区

長

拡
張
は
地
区
計
画
で
の
要
望
。

地
元
の
方
々
も
了
解
し
て
い
る
。

地え町議会議員との懸鎖会
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高

森

町
長

壬

生

照

玄

下
市
田
区
民
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
町
政
に
ご
協
力
を

賜
り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
は

「
萩
の

郷
」
１００
号
の
発
刊
、
大
変
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
日
消
防
団
の
任
命
式
の

折
、
退
団
者
代
表
あ
い
さ
つ

で
、
前
第

一
分
団
長
の
北
條

智
也
さ
ん
は
、
「
こ
の
よ
う
に

式
典
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

当
た
り
前
と
思
わ
な
い
で
欲

し
い
。
現
在
萩
山
神
社
の
祭

典
な
ど
、
地
域
は
消
防
団
経

験
者
で
支
え
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
団
員
確
保
は
非
常

に
厳
し
い
。
も

っ
と
区
や
地

元
を
中
心
に
協
力
が
必
要
…
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

就
業
形
態
の
変
化
や
都
市

的
思
想
の
広
が
り
は
、
地
元

へ
の
興
味
を
希
薄
化
し
、
地

域
防
災
を
支
え
、
後
の
地
域

の
中
核
と
な
る
消
防
団

へ
の

参
加
に
さ
え
ご
理
解
い
た
だ

け
な
い
と
い
う
危
機
的
状
況

に
、
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け

ま

し

た
。

リ

ニ
ア
新
時
代
を
九
年
後

に
控
え
、
賑
わ
い
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り

へ
の
期
待
が
高
ま

る

一
方
、
少
子
高
齢
化
な
ど

課
題
も
多
く
、
今

一
度
地
域

の
自
治
や
共
助
の
あ
り
方
を

考
え
る
時
が
来
て
い
ま
す
。

若
い
彼
の
訴
え
を
こ
の
ま
ま

に
せ
ず
、
区
や
自
治
会

・
町

が
協
働
し
て
若
者
の
消
防
団

や
地
域
づ
く
り

へ
の
参
画
を

促
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

若
手
の
皆
さ
ん
も
含
め
、　
一

緒
に
、
未
来
の
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
、
話
し
合
い
か
ら

始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
下
市
田
区
の

益
々
の
発
展
と
区
民
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

下
市
田
区
副
区
長

古

瀬

栄

一

昭
和
五
十
九
年
に
第
１
号

が
発
行
さ
れ
、
三
十
有
余
年

を
か
け
て
の
‐００
号
で
す
。
長

い
歴
史
の
中
で
継
続
さ
れ
て

き
た
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま

さ
に
継
続
は
力
な
り
と
い
う

事
で
し
ょ
う
か
。
先
輩
の
苦

労
努
力
の
積
み
重
ね
と
、
編

集
委
員
の
努
力
の
結
集
の
賜

物
と
思
い
ま
す
。
こ
の
心
の

通

っ
て
い
る
区
報

・
館
報
を

２００
、
３００
号
と
続
け
て
発
行
さ

れ
る
こ
と
を
希
望
し
、
編
集

委
員
の
皆
様
の
ご
労
苦
に
感

謝
し
、
１００
号
記
念
に
寄
せ
る

私
の
気
持
ち
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

下
市
田
支
館
長

北

沢

文

治

区
報
・
館
報
「
萩
の
郷
」
が

１０
号
を
迎
え
る
に
当
た
り
編

集
に
携
わ
る
者
と
し
て
嬉
し

く
思
う
と
と
も
に
、
築
き
上

げ
ら
れ
た
二
十
四
年
の
歴
史

を
深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

創
刊
号
で
は
皆
様
に
愛
さ

れ
る
読
み
物
、
待
た
れ
る
区

報
と
し
て
育

っ
て
行
く
こ
と
、

将
来
に
わ
た

っ
て
下
市
田
区

の
歴
史
と
な
る
よ
う
に
大
切

に
保
存
し
て
頂
き
た
い
と
祈

念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
、
区
民
会
館
で
保
管
し

て
い
る
「萩
の
郷
」
を
読
み
返

し
て
み
る
と
下
市
田
区
の
歴

史
を
振
り
返
る
こ
と
が
出
来

る
大
切
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
‐５０
号
、
２００
号

に
向
け

「
萩
の
郷
」
が
後
世

に
引
き
継
が
れ
て
行
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

来暴業業米*業来

業来来業来来来来

業器業業来業業業

下
市

田
区
長

多

ヨ

羊

一

４
■
■

　

ｒ
ｒ
，
　

ヽ
ツ
■

　

　

一

「
萩
の
郷
」
１００
号
発
刊
、

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

和
五
十
九
年

一
月

一
日
創
刊

号
が
発
刊
さ
れ
、
区
報
・
館
報

「
萩

の
郷
」
は
１００
号
を
達
成 昭 お 暴券業業券業器業

し
ま
し
た
。
公
民
館
下
市
田

支
館
の
部
員
を
中
心
と
し
た

歴
代
の
編
集
委
員
の
皆
様
と

と
も
に
喜
び
た
い
と
存
じ
ま

す
。
創
刊
号
に
当
時
の
下
田

区
長
林
直
輔
様
が

「
昔
の
純

農
村
は
、
今
や
あ
ら
ゆ
る
階

層
の
住
む
混
住
社
会
と
な

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
で
住
み
よ
い
地
域
、
下

市
田
を
造
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
と
い
ろ
い
ろ
苦
慮

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
今
回

発
行
の
萩
の
郷
も
そ
の
目
的

の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
紙
面
を
通
し
て
区
民
の

皆
様
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
人
と
人
の
結
び
つ

き
を
大
切
に
し
て
い
く
、
こ

の
事
は
今
も
目
指
し
て
い
る

所
で
御
座
い
ま
す
。
リ
ニ
ア

新
時
代
に
向
け
て
こ
の
下
市

田
で
は
益
々
動
き
が
激
し
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
情
報
は
、
区
の
情
勢

と
し
て
細
か
く
区
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
創
刊
号
か
ら

「
萩
山
神

社
も
の
が
た
り
」
や
、
「史
跡

め
ぐ
り
」
が
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
掲
載
さ
れ
下
市
田
の
文
化

や
歴
史
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
「萩
の
郷
」
の
紙
面
を
通

申
し
上
げ
ま
し
て
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

当
で
す
が
、
毎
年
六
月
号
で

一
般
会
計
の
前
年
度
決
算
報

告
と
今
年
度
予
算
報
告
を
掲

載
致
し
ま
す
の
で
ご

一
読
下

さ
い
。
時
の
流
れ
と
共
に
今

後
も
課
題
は
無
く
な
り
ま
せ

ん
が
、
区
民
と
区
を
繋
ぐ
「
心

の
架
け
橋
」
に
な
れ
れ
ば
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

業米業業業業業米来米来業業来場絆紫

米業業器驀業業来米業業米米米米業

米米米業米米米米

下
市
田
区
会
計

久
保
田

正

博

区
報

・
館
報
１００
号
発
刊
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
こ
の
地
に
お
世
話
に

な

っ
て
約
四
十
年
で
す
が
、

区
報

・
館
報
は
写
真
も
多
く

親
し
み
易
い
記
事
で
、
若
か

り
し
頃
の
自
分
に
と

っ
て
、

楽
し
い
情
報
で
し
た
。
今
は

会
計
の
立
場
で
堅
い
記
事
担

恭来米来来葉業業

し
て
地
域
を
知

っ
て
頂
き
、

課
題
を
発
信
し
区
民
の
皆
様

に
問
い
か
け
自
治
活
動
に
つ

な
げ
て
行
く
所
存
で
御
座
い

ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
投
稿
、

ご
意
見
等
、
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

需
高
森
町
公
民
館
長
　
癬

絲
大
洞
利

雄
輛

歴
史
と
伝
統
あ
る

「
萩
の

郷
」
１００
号
発
行
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
多
く
の
関
係

者
の
方
々
の
努
力

・
熱
意
に

よ
り
達
成
さ
れ
た
‐００
号
。
区

民
の
方
々
の
喜
び
は
ひ
と
し

お
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
活
動
、
人
々

の
考
え
、
将
来

へ
の
思
い
等
、

そ
の
時
々
の
出
来
事
を
残
し

て
い
く
こ
と
は
、
後
世

へ
の

記
録
と
し
て
の
重
要
性
は
も

と
よ
り
、
区
民
の
方
々
の

一

体
感
を
生
み
出
し
、
郷
土
愛

を

一
層
深
め
て
い
く
大
切
な

働
き
を
持
う
も
の
で
す
。

「萩
の
郷
」
は
、
皆
様
の
力

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
長
く

継
続
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
区
民
の
方
々
の
思
い
が

つ
ま

っ
た
歴
史
的
に
も
重
要

な
資
料
と
し
て
、
充
実

・
発

展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
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町
議
会
議
員
さ
ん
か
ら

一
し
く
思

っ
て
い
ま

お
祝
い
の
言
葉

す
。
当
初
、
ま
だ

ご
近
所
も
よ
く
知

残
す
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
世

代
の
指
標
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
。次
世
代
に
残
し
伝
え
る
ひ
と

つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
末
長
く
編
集
さ
れ
、
時
時

の
記
録
を
綴

っ
て
頂
け
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

三
十
年
余
の
長
き
に
わ
た
り

歴
史
を
綴
っ
て
き
た
〃萩
の
郷
″、

下
市
田
区
の
貴
重
な
財
産
と
し

て
今
後
も
受
け
継
が
れ
て
い
く

こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

１００
号

の
発

刊

に
よ
せ
て

湯

沢

健

彦

（六
区
）

僅
か
数
ペ
ー
ジ
の
紙
面
で
は

あ
り
ま
す
が
、
作
成
の
過
程
に

お
い
て
は
議
論
が
飛
び
か
い
多

く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
礎
と

な

っ
て
、
ま
た
、
多
く
の
部
員

の
方
々
の
引
き
継
ぎ
に
よ

っ
て

１０
号
の
発
刊
を
む
か
え
ら
れ
た

こ
と
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
時

の
流
れ
は
瞬
時
に
振
り
返

え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
し

か
し
積
み
重
ね
て
き
た
時
間
は

膨
大
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
‐００

号
と
い
う
積
み
重
ね
て
き
た
重

み
を
糧

に
、
ま
た
区
民
の
支
え

に
よ

っ
て
さ
ら
な
る
発
刊
を
重

ね
ら
れ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

創
刊
１００
号
に
よ
せ
て

北

沢

幸

保

（
一
区
）

区
報
１００
号
記
念
号
の
発
刊
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
区
報
発
刊
に
携
わ

っ

て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
ご
尽
力
に

深
く
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。
私
も
二
十
数
年
前
に
何

年
か
編
集
委
員
を
担
当
さ
せ
て

頂
き
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。区
報
は
、
下
市
田
の
事
業

・

会
計

・
役
員
体
制

・
各
自
治
体

の
取
り
組
み
・
区
民
や
子
ど
も

か
ら
の
寄
稿
な
ど
を
掲
載
し
、

区
民
結
集
の
要
で
あ
り
、
区
の

歴
史
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
文
化
遺
産
で
す
。

下
市
田
区
の
発
展
と
区
民
の

結
集
を
図
る
区
報
の
役
割
に
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

次

世

代

へ
つ
な
ぐ

ツ
ー
ル

林
　
ま
ゆ
み

（三
区
）

１００
号
発
行
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
年
の
精
力

的
な
公
民
館
活
動
と
、
役
員
の

皆
様
方
に
よ
る
ご
努
力
の
結
晶

と
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
は
町
内
か
ら
嫁
ぎ
十

一
年

で
す
が
、
こ
の
活
気
あ
る
萩
の

郷
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
大
変
嬉

ら
な
い
頃
よ
り
、
館
報
で
地
元

の
皆
さ
ん
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
安
心
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
は
、
お
互
い
に
顔
の
わ

か
る
関
係
に
な
り
た
い
も
の
で

す
。
し
か
し
生
活
な
ど
の
多
様

化
に
よ
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
も
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
愛
読
者
と
し
て
地

元
の
皆
さ
ん
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
ら
大
変
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
り
、
下
市
田
の
歴
史
を
知
り

た
い
と
き
は

「
館
報
を
読
む
と

い
い
よ
」
と
教
え
て
あ
げ
た
い

で
す
。

歴
史
を
綴
る

〃萩

の
郷
〃

三

浦

喜
久
夫

（三
区
）

″萩
の
郷
″
１０
号
発
刊
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

編
集
に
携
わ
れ
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
時
時
に
寄
稿
さ
れ
た
皆
さ
ま

も
当
時
の
区
報
を
読
み
返
せ
ば

懐
か
し
さ
も
ひ
と
し
お
か
と
思

い
ま
す
。

公
民
館
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
最
も
基
本
的
な
活
動
で
あ
り
、

住
民
自
治
の
根
幹
で
す
。
こ
の

自
主
的
な
活
動
を
記
録
と
し
て

区
報
・館
報
１００
号
の
お
祝
い
と

一
区

の
目
指

す
先

松

田

忠

弘

（
一
区
）

継
続
は
力
な
り
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
工
夫
を
重
ね
乍
ら
の
‐００

号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
更
に
内
容
を
充
実
さ
れ

て
区
民
に
対
す
る
情
報
提
供
、

知
識
の
向
上
、
知
る
喜
び
等
に

寄
与
出
来
ま
す
様
区
民
全
員
で

作
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て

一
区
は
皆
様
ご
存
じ
の

様
に
東
京
に
例
え
れ
ば
霞
ヶ
関

周
辺
の
自
治
会
・
行
政
・教
育
・

文
化
等
が
集
中
し
公
園
も
二
つ

あ
り
ま
す
。
昨
年
七
組
の
若
い

家
庭
が
自
治
会
に
入
会
い
た
だ

い
た
反
面
、
高
齢
に
な
り
常
会

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
脱

会
さ
れ
た
家
庭
も
、
又
ご
近
所

と
の
付
き
合
い
や
絆
よ
り
個
人

の
生
活
を
優
先
さ
せ
た
い
方
が

多
く
、
災
害
発
生
時
の
混
乱
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

一
昨
年
大
規
模
宅
地
造
成
が

完
成
、
本
年
度
も
同
等
な
造
成

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

段
階
か
ら
開
発
メ
ｌ
ヵ
ｌ
と
協

調
し
自
治
会
加
入
の
前
倒
し
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。　
一
区
に

住
み
た
い
。
一
区

へ
来
て
良
か
っ

か
、
区
民
の
皆
様
の
意
識
改
革

で
す
。
時
代
の
変
転
に
伴
い
、

今
ま
で
通
り
で
良
い
で
は
な
く

何
か

一
つ
で
も
新
し
い
事
を
考

え
て
い
た
だ
く
事
を
頭
の
片
隅

に
置
い
て
生
活
の

一
部
と
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
今
の
仕
事
に
対
し
て
、

も

っ
と
早
く
、
楽
に
、
安
く
、

安
全
に
出
来
な
い
か
と
考
え
る

癖
を
持

つ
事
も

一
つ
の
方
法
と

考
え
ま
す
。
又
町
・
区
・
自
治
会

の
行
事
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
事

業
、
健
康
教
室
等
に
家
族
で
積

極
的
に
参
加
い
た
だ
き
気
運
を

高
め
る
事
も
大
切
で
す
。
ま
ず

出
来
る
事
か
ら
参
加
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
ょ
う
。
笑
い
は
周

囲
を
和
ま
せ
人
を
幸
福
に
導
き

ま
す
。
笑
顔
と
大
き
な
笑
い
声

農 の釈「
た
と
言
わ
れ
る
魅
力
あ

る

一
区
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
為
に
は
何
が
必
要

は
生
涯
現
役
、
健
康
寿
命
の
高

い

一
区
を
目
指
し
ま
す
。

創
刊
１００
号
に
よ
せ
て

福

島

　

昇

（二
区
）

創
刊
１００
号
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
間
、
か
か
わ
ら

れ
た
方

々
の
御
苦
労
に
よ
り
発

行
さ
れ
た
こ
と
と
公
民
館
関
係

者

に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

今
後
、
御
苦
労
と
は
存
じ
ま

す
が
末
長
く
頑
張

っ
て
継
続
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
祝

い

と
い
た
し
ま
す
。

＊

　

＊
林

　

直

一

（三
区
）

三
十
四
年
間
と
い
う
長
期
に

わ
た
り
発
刊
に
た
ず
さ
わ
ら
れ

た
歴
代
の
区

ｏ
支
館
の
三
役
及

び
支
館
部
員
の
皆
様
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

今
後
も
２００
号
、
３００
号
と
継
続

し
て
発
刊
で
き
た
ら
す
ご
い
で

す
ね
。

さ
ざ
ん
か
の
花

昭和59年 1月 1日 発行の

「萩の郷」創刊号

０
「
●

ヽ
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区
報
・館
報
に
寄
せ
て

加

藤

茂

美

（四
区
）

１０
号
発
刊
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
次
の
‐００
号
は
三
十
四

年
後
、
少
子
高
齢
化
、
産
業
の

多
様
化
に
伴
う
勤
務
形
態
や
休

日
も
様
々
な
中
で
の
地
域
交
流

の
困
難
さ
、
さ
て
２００
号
発
刊
の

時
、
萩
の
郷
の
地
域
交
流
は
ど

の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

創
刊
１００
号
に
よ
せ
て

佐
藤
光
吉

（五
区
）

大
き
な
節
目
と
な
る
‐００
号
の

発
行
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
三
十
四
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
編
集

・
発
行
に
携
わ

ら
れ
た
皆
様
方
の
御
労
苦
に
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
区
民
の
皆
様
に
愛

読
さ
れ
る
萩
の
郷
と
し
て
魅
力

が
あ
り
充
実
し
た
紙
面
と
な
り

ま
す
よ
う
御
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。区

報
１００
号

発
行
に
寄
せ
て

木
下
富
由

（六
区
）

下
市
田
区
報

・
館
報
１００
号
創

刊
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
云
う
諺

が
あ
り
ま
す
が
、
数
十
年
来
多

く
の
関
係
者
の
労
苦
の
賜
物
と

思
い
ま
す
。
昨
今
メ
デ
ィ
ア
の

違
い
に
よ
る
活
字
離
れ
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
情
報
満

載
の
館
報
発
行
を
楽
し
み
に
拝

読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

紙
と
し
て
２００
号
、
３００
号
発
行
を

目
指
し
て
下
さ
い
。

最
後
に
関
係
各
位
の
皆
様
方

御
苦
労
様
で
す
。

創
刊

１００
号
に
よ
せ
て

林
　
　
清
　
志

（四
区
副
自
治
会
長
）

下
市
田
区
報
誌
１００
号
達
成
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
間
、
多
く
の
方
々
の
ご

尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共

に
、
今
後
も
萩
の
郷
下
市
田
が

リ
ニ
ア
新
時
代
に
向
け
発
展
し
、

こ
の
区
報
が
情
報
発
信
の

一
助

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

私
も
平
成
五
年
か
ら
四
年
間

編
集
委
員
と
し
て
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
頃
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

宮

下

征

司

（三
区
分
館
主
事
）

区
報
・
館
報

「萩
の
郷
」
１００
号

の
発
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　
一
年
間
で
三
回
発
行
さ
れ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
約
二
十

三
年
に
も
お
よ
ぶ
歴
史
の
重
み

を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
に
な
り
ま
す
が
、

下
市
田
に
引

っ
越
し
て
き
て
七

年
が
経
ち
ま
し
た
。
と
て
も
暮

ら
し
や
す
い
地
域
で
、
萩
の
郷

祭
り

・
運
動
会
な
ど
、
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
は
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き

れ
ば
と
思
い
、
三
区
の
分
館
主

事
を
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
暮
ら
し

や
す
く
、
そ
し
て
仲
が
良
く
、

下
市
田
が
リ
ニ
ア
時
代
に
向
け

て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

区
報
・
館
報

「萩
の
郷
」
の
発

行
に
つ
い
て
も
地
域
の
様
々
な

情
報
を
今
後
も
発
信
し
続
け
、

２００
号
、
３００
号
を
目
指
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
１００
号
の
発
行
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

創
刊
１００
号
に
よ
せ
て

土

岐

哲

生

（四
区
分
館
主
事
）

「
萩

の
郷
」
‐００
号
発
行
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
編
集
委

員
の
皆
さ
ん
が
身
近
で
読
み
や

す
い
区
報
、
読
ん
で
楽
し
い
紙

面
を
作
ろ
う
と
努
力
さ
れ
て
い

祝

「萩

の
郷
」
創
刊
１００
号

四
区

原
　
　
次

こ
の
度
は

「
萩

の
郷
」
創

刊
１００
号
発
刊
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

創
刊
は
昭
和
五
十
九
年
と

な

っ
て
お
り
、
当
時
の
林
直

輔
区
長
の
折
、
町

・
区
の
情

勢
を
区
民
に
知
ら
せ
、
意
見

を
頂
き
、
区
作
り
に
反
映
し

て
い
こ
う
と
い
う
発
想
か
ら

誕
生
し
た
物
で
あ
り
ま
す
。

当
時
は
年
二
回
の
発
行
で

た
ま
た
ま
私
達
編
集
委
員
が

及
ば
ず
な
が
ら
係
で
４
号
～

１４
号
ま
で
担
当
し
、
苦
労
の

る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
大
変
ご

苦
労
様

で
す
。
１００
号
を
数
え
る

区
報

の
誌
面
か
ら
は
萩

の
郷
の

過
去

ｏ
歴
史
、
又
未
来

・
将
来

が
見
え
て
来
ま
す
。

こ
れ
か
ら

も

「
萩

の
郷
」
の
発
行
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

中
に
も
色
々
と
学

・　
　
習
で
き
良
き
思
い

貞

　
出
で
す
。

特
に
１４
号
発
行
の
折
、

区
民
会
館
が
老
朽
化
し
建

替
え
が
話
題
と
な

っ
た
時
、

古
い
資
料
を
探
索
し
た
が
、

当
時
の
過
去
の
区
文
書
は

旧
公
民
館
三
階
に
山
積
み

さ
れ
て
お
り
見

つ
け
出
し

に
く
く
苦
い
体
験
を
し
た

も
の
で
し
た
。

所
が
幸
い
に
も
町
の
公
民

館
報
縮
尺
版
に
こ
の
件
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
幸
運
に
も
当

時
の
経
緯
が
判
明
し
た
こ
と

が
有
り
、
記
録
保
存
の
重
要

性
を
痛
感
し
た
も
の
で
し
た
。

区
報

「
萩
の
郷
」
発
行
以

降
、
区
の
人
事
を
は
じ
め
地

区
の
あ
ら
ゆ
る
記
録
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
ほ
ぼ
整
理
が
終

わ

っ
た
古
文
書
と
共
に
後
世

の
貴
重
な
資
料
と
な
る
の
を

確
信
し
て
い
ま
す
。

分
館
関
係
の
方
か
ら

お
祝
い
の
言
葉

一
館
主
事

に
な
り
、
初
め

」
て
知

っ
た
次
第
で
す
。

==2マ
′

「萩
の
郷
」

１００
号
発
行
に
寄
せ
て

上
　
沼
　
　
寛

（三
区
分
館
長
）

昭
和
五
十
九
年
に
１
号
が
発

行
さ
れ
て
以
来
、
年
に
三
回
の

発
行
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
区
報
・

館
報

「
萩
の
郷
」
の
発
行
が
い

よ
い
よ
１００
号
に
な
る
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。
節
目
と
な
る
‐００
号

の
発
行
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
間
、
発

行
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
県
外
か
ら
下
市
田
三

区
に
移
り
住
み
ま
し
た
の
で
、

正
直
な
と
こ
ろ

「
萩
の
郷
」
の

こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
五
年
前
に
分

読
ん
で
み
る
と
、
区
や
各
自
治

会
等
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な

出
来
事
が
書
か
れ
て
お
り
、
地

域
の
事
を
知
る
貴
重
な
手
が
か

り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
の
を
楽

し
み
に
待

つ
程
で
す
。
今
後
も

末
永
く
、
宝
物

の

「
萩

の
郷
」

が
継
続
発
行
さ
れ
る
事
を
切
に

願

っ
て
い
ま
す
。

下
市
田
区
報
・館
報

１００
号
に
寄
せ
て

池

田

直

人

（
四
区
分
館
長
）

区
報

・
館
報
は
区
の
情
勢
や

地
域
の
身
近
な
話
題
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
毎
回
楽
し
く
拝
見

す
る
と
と
も
に
、
編
集
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
る
皆
様
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
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平成30年 6月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 100号 (8)

下
市
田
区
報

・
館
報
の

発
刊
を
振
り
返

っ
て

三
区

田

戸

純

市

創
刊
号
は
、
昭
和
五
十
九

年

一
月

一
日
発
行
さ
れ
た
。

当
時
の
区
長
は
、
林
直
輔

氏
、
公
民
館
長
小
島
正
美
氏

で
あ

っ
た
。

公
民
館
関
係
者
と
、

研
究
を
重
ね
、
区

の
情
勢

・
各
種
グ

ル
ー
プ
の
活
動

・

転
出
入
者
の
感
想

ｏ
小
中
学

生
の
作
文
な
ど
、
又
公
民
館

活
動
の
状
況
な
ど
有
意
義
な

区
報

・
館
報
が
逐
次
、
生
生

発
展
し
て
今
日
に
及
ん
で
居

因
み
に
創
刊
に
付
し
た
表

紙
絵
は
、
明
治

・
大
正
に
か

け
て
の

「
市
田
第

一
分
団
火

け
し
組
」
の
馬
簾

の
頭
に
つ

い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
後

世
に
残
し
て
向
学
の
資
に
供

せ
ん
と
、
当
時
公
民
館
主
事

の
小
生
田
戸
が
発
案
し
た
も

の
で
あ
る
。

山
神
社
社
殿

の
写
真
」
と
、

「
投
稿
文
」
、
二
頁
に
は
区
長

の

「
発
刊

の
挨
拶
」
、
土
屋

公
副
区
長
の

「
区

の
動
き
と

懸
案
事
項
」
、
公
民
館
長

「
挨

拶
」
、
三
～
七
頁
省
略
、
八

頁
に
は

「
作
文
」
（
子
供
欄
）
、

編
集
後
記
。
以
上
の
編
集
形

態
で
し
た
の
で
現
在
も
ほ
ぼ

継
承
さ
れ
て
い
る
模
様
で
す
。

「
区
報
」
は
地
域
社
会
活

動
の
歴
史
的
記
録
で
あ
り
、

投
寄
稿
者
を
通
じ
て
の
人
の

つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
、
重

要
な
事
業
で
あ
り
、
今
後
２００

号
に
向
け
益
々
期
待
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

前
年
の
五
十
八
年
、
林
区

る
の
で
あ

長
は
、
町
に
は
広
報
た
か
も

る
。
発
刊

り

・
公
民
館
報
た
か
も
り
が

前
後
の
編

一″
甲

発
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
区
に

集
委
員
と

一̈　
＞

は
そ
の
様
な
も
の
が
無
い
。
　
し
て
、
万

」

゛

区
の
情
勢

・
区
民
の
思
い

感
胸
に
迫
　
一Ｊぶ

を
発
表
す
る
必
要
が
あ
る
と
　
る
も
の
が
　

出
¨
】．

考
え
ら
れ
て
、
区
代
議
員

・　
あ
る
。　
　
　
　
．

至
り
ま
し
た
。

当
時
の
編
集
委
員
は
公
民

館
長
と
主
事
を
含
む
教
養
部

員
十
名
と
正
副
区
長
が
当
た

り
、
原
稿
の
依
頼

・
構
成

・

編
集

・
割
り
付
け
に
苦
労
し

創
刊
号
は
今
か
ら
二
十
四

ま
し
た
。

年
前
昭
和
五
十
九
年

一
月

一　
　
創
刊
号
を
改
め
て
紐
解
い

日
発
行
、
当
時
の
林
直
輔
区

て
見
ま
す
と
、　
一
頁
は

「
萩

「萩
の
郷
」
１００
号
の

発
行
に
寄
せ
て

三
区

福

島

正

夫

ヽ

た

力

し
肌
は
の
■

萩

象

報

判

区
大

ら

リ

か

わ

口

ま

ヽ

と

ノ

ひ

長

（
三
区
）
、

小

島
正
美
公
民
館
長

（
四
区
）
二
人

の

肝
入
り
で
発
行
に

1

に
世
Ｌ
〓
に
ｒ
ｒ

平成12年 6月 1日 発行の

「萩の郷」第46号から
A4判 になりました

区
民
か
ら
の
投
稿

任
者
と
し
て
関
ら
せ

当
時
は
下
市
田
支
館
は
四
部

門

（教
養

・
体
育
・
図
書

・
視
聴

覚
）
で
五
十
名
の
部
員
が
居
り
、

そ
の
中
か
ら
十
八
名
を
編
集
委

員
と
し
て
選
出
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
本

館
部
員
を
各
地
区
か
ら
直
接
選

出
し
て
、
支
館
部
員
を
二
十
名

と
し
、
部
員
全
員
で
各
事
業
の

推
進
に
あ
た
る
こ
と
に
し
た
事

が
深
く
心
に
残

っ
て
お
り
ま
す
。

区
報

・
館
報
が
区
民
の
拠
り

所
と
し
て
今
後
も
親
し
ま
れ
て

行
く
事
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（平
成
十
八
年
「
萩
の
郷
」
６３
号

新
三
役
紹
介
に
掲
載
の
写
真
）

平
成
六
年
に
下
市
田
区
よ
り

整
理
を
依
頼
さ
れ
た
資
料
に
つ

い
て
は
、
責
任
上
、
朝
か
ら
暮

れ
方
迄
、
毎
週
手
弁
当
で
分
類

整
理
に
勤
め
ま
し
た
が
、
お
借

り
し
た
社
務
所
で
の
冬
は
寒
く

大
分

つ
ら
い
思
い
も
致
し
ま
し

た
。
其
の
後
新
し
い
区
民
会
館

に
移
り
、
狭
い
と
は
言
え
保
管

場
所
も
出
来
、
「
下
市
田
区
有

文
書
目
録
」
も
仕
上
が
り
整
理

は

一
応
終
了
し
ま
し
た
。

唯
今
は
後
世
の
為
と
考
え
古

文
書
の
解
読
奉
仕
と
内
容
の
解

説
等
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

（平
成
九
年
「
萩
の
郷
」
３９
号

随
想
に
掲
載
の
写
真
）

区
報

・
館
報
の
発
行
に
関

っ
た

十
年
間
の
思
い
出

三
区

木

下

も
う
古
い
話
で
す
が
、
私
は

平
成
九
年

一
月
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
ま
で
の
約
十
年
間

（
３７

号
～
６７
号
）
、
区
報
ｏ
館
報
の
編

集
委
員
と
し
て
、
ま
た
発
行
責

萩
の
郷
１００
号
の
発
行
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
元
年

だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
町
の
公

民
館
で
古
文
書
教
室
が
開
か
れ

ま
し
て
、
そ
こ
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
古
文
書
の
大
切
さ
を
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
個
人
の
所
有
し

」
て
貰
い
ま
し
た
。

４５
号
ま
で
は
Ｂ
５
判

で
し
た
が

「
文
字
が
細

か
く

て
見

に
く

い
」
と

菫
里
　
い
う
よ
う
な
声
に
応
え

て
、
４６
号
か
ら
は

一
頁
の
字
数

を
増
や
さ
ず
紙
面
を
Ａ
４
判
と

し
、
紙
質
も
よ
く
し
た
こ
と
が

好
評
で
し
た
。

平
成
十
二
年
度
に

「
下
市
田

公
民
館
研
究
委
員
会
」
を
設
立

し
、
六
回
に
亘
り
開
催
さ
れ
、

研
究
の
結
果
、
下
市
田
支
館
の

組
織
や
事
業
の
内
容
が
大
幅
に

改
変
さ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
に
尋
ね
ま
し
た
と
こ
ろ

神
社
の
宝
蔵
庫
に

一
部
入
れ
て

有
る
の
で
は
な
い
か
と
の
お
返

事
で
し
た
。
神
社
総
代
の
方
に

お
願
い
し
て
、　
一
階
の
箪
笥
の

中
と
、
二
階
に
雑
然
と
山
積
み

さ
れ
た
文
書
が
見

つ
か
り
、
宝

蔵
庫
の
中
で
は
、
雨
漏
り
、
鼠

の
巣
と
な
り
見
る
に
忍
び
な
い

程
に
な
っ
て
了
っ
た
書
も
有
り
、

漸
く
取
り
出
し
た
文
書
の
中
に

は
中
世
以
後
の
重
要
な
も
の
も

沢
山
有
り
ま
し
た
。
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委
員
会
活
動
報
告

水
利
委
員
長

大

島

一

弘

区
民
の
皆
さ
ま
、
日
頃
は

水
利
委
員
の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
昨
年
度
よ
り
水
利
委
員

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
下
市
田
五
区
の

大
島
と
申
し
ま
す
。
水
利
委

員
の
主
な
活
動
と
い
た
し
ま

し
て
、
農
地
転
用
の
確
認

・

承
認
、
地
区
計
画
の
会
議
に

出
席

・
現
地
視
察
等
が
あ
り
、

作
業
と
し
て
は
、
区
民
の
皆

さ
ま
に
は
大
変
に
お
世
話
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。
春
に
行

わ
れ
る
用
排
水
路
清
掃
、
そ

し
て
下
市
田
区
に
四
か
所
あ

る
堤
の
土
手
草
刈
り
作
業
、

又
委
員
の
み
で
行
う
堤
の
ぐ

ど
ば
藤
の
撤
去
作
業
、
堤
の

土
手
草
焼
作
業
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
私
自
身
、
水
利
委
員

を
受
け
る
前
ま
で
は

水
利
と
係
わ
り
も
無

く
、
河
川
の
名
も
堤

の
名
称
も
知
ら
な
か

っ
た
者

が
委
員
長
を
受
け
る
こ
と
に

恥
ず
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
事
業
に
係
わ
る
皆
さ
ま

の
協
力
が
あ
り
ま
し
て
そ
の

都
度
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
水
系
は
維
持

・
管

理

・
権
利
等
の
判
断
が
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
水
利
委

員
と
し
て
も
苦
慮
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
区
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
代
議
員
の
紹
介

今
年
度
よ
り
三
区
自
治
会

長
に
昨
年
ま
で
副
自
治
会
長

（
代
議
員
）
の
林
直

一
さ
ん

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た

一
人
空
席
だ

っ
た
三

区
代
議
員
は
久
保
田
敏
夫
さ

ん
に
決
ま
り
十
五
人
の
代
議

員
が
揃
い
ま
し
た
。　
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

XXXXXXXX
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元
気
な
下
市
田
区
を

六
区

熊

谷

元

尋

今
年
、　
一
月
二
十
二
日
の
任

期
満
了
を
も

っ
て
高
森
町
長
を

退
任

い
た
し
ま
し
た
。
三
期
十

二
年
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

特

に
、
下
市
田
区

の
皆
さ
ま
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
お
招
き
を

い
た
だ
く
と
共
に
、
親
し
く
接

し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
後

に
も

「
ど
う
し
て
辞

小

さ
な
感
動

四
区

竹
村

征
夫

黄
緑
色
の
ス
ズ
ラ
ン
の
花
が

２５
ｍ
位
の
房
状
に
な

っ
て
い
っ

ぱ
い
ぶ
ら
下
が

っ
て
い
る
、
何

度
も
通

っ
た
こ
と
が
あ
る
不
動

滝
ま
で
の
谷
だ
。
周
り
に
ま
だ

緑
が
少
な
い
こ
の
時
期
に
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
派
手
に
威
張

っ
て
表
現

し
て
い
る
。
今
ま
で
見
た
こ
と

が
無
い
、
本
当
に
新
鮮
な
感
動

だ
。
名
前
が
わ
か
ら
す
図
鑑

・

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
あ
ら
ゆ
る
物

を
使

っ
て
調
べ
た
。
半
日
以
上

¨
め
た
ん
な
」
「年
齢
的
に
も
ま

だ
続
け
ら
れ
た
ん
じ

ゃ
な
い

の
」
と

い

っ
た
よ
う
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら

っ

し
ゃ
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

退
任

の
理
由
は
い
く

つ
か
あ

り
ま
す
が
、
私
は
常

々
町
長
と

い
う
職
は
町
民
の
皆
さ
ま
に
与

え
て
い
た
だ
い
た
期
間
限
定

の

役
割
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

い

つ
ま
で
も
同
じ
人
間
が
続
け
る

こ
と
は
決
し
て
い
い
こ
と
で
は

な
い
、
長
く
続
け
る
こ
と
が
、

最
後
は
自
分
の
た
め
で
あ

っ
た

り
、
組
織
の
た
め
に
働
く
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思

っ
て
い
ま
し
て
、
自
分
の

考
え
を
捻
じ
曲
げ

て
ま
で
町

か
か

っ
て
わ
か

っ
た
、
キ
ブ

シ

（木
五
倍
子
）
の
花

ら
し

、
名
前
が
わ
か

っ
て
更

に
興

奮
し
感
動
し
た
。
高
森
町
の
中

の
小
さ
な
感
動
で
し
た
。

長
職
を
続
け
て
は
い
け
い
な
と

考
え
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
新
時
代
を
見
据
え
、

下
市
田
区
内
に
も
リ
エ
ア
関
連

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

身
近
な
課
題
で
は
空
き
家
も
少

し
ず
つ
増
え
、
耕
作
さ
れ
な
く

な

っ
た
農
地
も
各
所
で
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
高
齢
社
会

に
あ

っ
て
自
治
組
織
の
在
り
方

を
含
め
、
地
域
を
ど
の
よ
う
に

維
持
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
は
ど
れ
も
決
定
打
は

な
く
、
行
政
ま
か
せ
で
は
解
決

し
な
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

で
話
し
合
い
、
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

リ
ニ
ア
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
、
元
気
な
下
市
田
区
を
み
ん

な
で
創
造
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

L \ -,,-,'-

一歴
史
が好
きにな
った話
　一利献回は鰐いのも脚戦一“

¨
　

　

三
区

松

村

　

二

読
み
解
い
て
い
く
研
究
会

小
学
校

・
中
学
校
の
社
会
科
　
で
あ
り
、
最
初
の
こ
ろ
は
文
字

の
授
業
は
、
私
に
と

っ
て
は
地

獄

で
、
最
も
嫌

い
な
授
業

の

一

つ
で
し
た
。

長
年
勤
め
た
会
社

の
定
年
を

迎
え
、
さ
て
こ
れ
か
ら
何
を
し

よ
う
か
と
思

っ
た
時
、
町
の
資

料
館

の
臨
時
職
員
の
募
集
が
目

に
留
ま
り
ま
し
た
。　
一
般
事
務

の
補
助
と
い
う
こ
と
で
パ
ソ
コ

ン
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
条

件

で
し
た
。
早
速
応
募
し
採
用

と
な
り
ま
し
た
。

資
料
館

の
仕
事

の
中

で
町
の

古
文
書
研
究
会

の
事
務
局

の
担

当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
ま

れ
て
初
め
て
古
文
書

に
接
し
、

こ
こ
で
歴
史

に
向
き
合
う
機
会

が
で
き
ま
し
た
。

古
文
書
研
究
会
は
主
に
江
戸

す
ら
読
め
ず
何
が
書
か
れ
て
い

る
の
か
チ
ン
プ

ン
カ
ン
プ

ン
で

し
た
。
文
書
を
解
読
す
る
よ
り

そ
の
中

に
書
か
れ
て
い
る
当
時

の
生
活
の
様
子
、
考
え
が
面
白

く
、
す

っ
か
り
は
ま
り
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

資
料
館
を
退
職
し
て
か
ら
も

う
八
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
現

在
も
古
文
書
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
他

の
メ
ン
バ
ー
二
十
数

人
と
共
に
毎
月

一
回
の
研
究
会

に
参
加
し
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
歴
史
が
嫌

い

だ

っ
た
私
が
ち
ょ
っ
と
し
た
き

っ

か
け
か
ら
古
文
書
を
通
し
て
歴

史
に
興
味
を
持
ち
、
今
で
は
町
・

下
市
田
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が

楽
し
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
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萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会

幹
事
長
長

尾

敏

一

幹
事
長
の
二
区
の
、
長
尾

で
ご
ざ
い
ま
す
。

春
祭
り
の
際
に
は
、
関
係

各
位
な
ら
び
に
区
民
皆
様
方

の
思
い
と
協
力
に
よ
り
、
何

年
に

一
度
と
言
う
晴
天
続
き

の
中
、
盛
大
に

一
人
の
怪
我

も
な
く
順
調
に
出
来
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又
反
省
会
の
折
に
は
、
貴

重
な
御
意
見
等
を
い
た
だ
き
、

幹
事

一
同
、
又
来
年
の
祭
り

に
向
け
精

一
杯
頑
張
る
所
存

で
す
。
三
十
年
度
と
し
て
は
、
十

一
月
の
総
会
に
向
け
、
備
品

の
改
修
、
規
約
の
改
正
と
補

助
金
の
申
請
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

囃
子
部
長
原
　
文

夫

保
育
園
の
皆
さ
ん
保
護
者

の
皆
さ
ん
、
宵
祭
り
、
本
祭

り
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
春
祭
り
が
無
事
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

囃
子
部
で
は
部
員
が
少
な

く
な
り
満
足
で
き
る
お
祭
り

が
出
来
な
く
な

っ
て
来
て
い

ま
す
。
毎
月
第
二
金
曜
日
を

練
習
日
と
し
て
い
ま
す
の
で

練
習
を
見
に
来
て
下
さ
い
。

簡
単
な
曲
か
ら
難
し
い
曲
が

七
曲
あ
り
ま
す
。
尚
楽
器
は

笛

・
小
太
鼓

・
大
太
鼓

・
お

お
か
わ

・
つ
づ
み

・
す
り
が

ね

・
三
味
線
が
あ
り
ま
す
。

獅
子
部
長
矢

澤
克

浩

伊
那
谷
の
春
は
、
萩
山
神

社
春
祭
り
の
獅
子
舞
い
で
始

ま
る
と
さ
れ
、
今
年
は
晴
天

に
も
恵
ま
れ
盛
大
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
三
二
〇
年
以
上
続
く

伝
統
あ
る
お
祭
り
を
担

っ
て

い
る
の
が
全
区
民
で
組
織
す

る
萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会
で

あ
り
、
そ
の
中
に
獅
子
部
が

あ
り
ま
す
。

獅
子
部
も
毎
年
、
お
祭
り

を
迎
え
る
稽
古
で
所
作
の
習

得
だ
け
で
な
く
獅
子
舞
い
の

由
来
、
獅
子
曳
き
と
の
掛
け

合
い
な
ど
を
意
見
交
換
し
な

が
ら
伝
統
文
化
伝
承
の
担
い

手
と
し
て
祭
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

是
非
、
興
味
を
お
持
ち
の

方
、
男
性

・
女
性
を
問
わ
ず

歓
迎
致
し
ま
す
。

脅
子
キ
あ
伝
続
つ
な
ぐ
薇
の
魯

客
や
太
燎
に
様
も
お
ど
る

直
虎
の
ブ
ー
ム
去
り
し
も
成
あ
と
が

水
来
に
伝
え
る
亀
え
丞
の
働
影

千
呂
の
升
台
で
理
る
カ
ー
リ
ン
グ

．

「
そ
だ
ね
」
で

つ
か
ん
だ
恙

願

の
メ
グ
ル

（下
口
　
池
口
）

．
来
風
吹
か
ば
減
反
の
口
に
レ
タ
ス
植
え

結
の
集

い
に
春
の
日
注
ぐ
（分
沢
茂
信
）

‥
水
受
募
）得
　
　
　
　
　
　
（熊
谷
え
尋
）

獅
子
丼

の
伝
統

つ
な
ぐ
薇

の
外

笛
や
太
式
に
桜
も
お
ど
る

春
茶
り

梅
■

松
二

桜
た
の

獅
子
引
き
続
き

宝
と
な
り
お
り

獅
子
頭

何
度
も
身
ぶ
る
い
　
れ
丹
雪

薇
出
の
ユ
に
春
未

て
祭
笛
　
　
（倫

高
）

獅
子
え
く
子
等

の
凛
と
し
た
所
作

止

た

の

デ
ー
ム
キ
ｎ
ｔ
も
ハ
ぁ
と
゛

ホ
ふ
に
伝
え
る
こ
え
春
の
●
多

・．メ
ぶ
後
轟
π
ｚ瞑

，
´
可

の
ュ
ほ
春
来
て
希
協
　

　

　

愉
も

手
ガ
．く
子
牛

の
一凛
セ
ー
た
者
作

さ
と
出
は
桜
そ
こ
こ
に
薄
化
粧

桜
咲
く
渥
台
獅
子
引
く
御
二
家
が

向
か
う
社
は
浦
姜
の
升

　
　
　
（槙
）

泣
か
ぬ
子
に
鬼
が
二
皮
来
る
春
祭

萩
出
に
飛
び
炎
う
嗚
の
声
よ
り
も

一
際
艶
る
囃
子
人
の
笛

は
る
風
や
希
笙
も

水
郷
も
ラ
ン
ド
セ
ル
　
　
　
（光

愛
）

狗
子
が
升
う

な
二

梅
工

桜
九

山
砂
原
民
子
の
春
の
お
と
ず
薇

（日
本
宏
子
）

朝
か
ら
太
式
の
ひ
ゞ
き
閻
こ
え
未
て

荻
出
の
ユ
は
祭
り

一
色
（丼
駒
よ
恙
子
）

欄
潤劇
劇趙
閻
隕
一一

♯
ス
く
ズ
ケ

彎゙
手

列
く
守
二
索

匈
が
′ヽ
継
４
　
■
製
・ス

の

佐
打

・泣
グ
ぬ
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ド
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伝
統
あ
る
浦
安
の
舞
　
　
薇脚）”は］嘲減

中

一

小

川

由

凛

（三
区
）

し
た
ｏ
と
て
も
お

私
は
春
祭
り
で
浦
安
の
舞

も
し
ろ
く
、
け
い
古
の
時
間

を
見
て
私
も
や

っ
て
み
た
い
　
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

と
思
い
ま
し
た
。
な
の
で
な
　
メ
ン
バ
ー
も
仲
良
く
楽
し
い

れ
た
時
は
う
れ
し
か

っ
た
で

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
本

す
。　
一
週
間
の
け
い
古
を
し

番
で
は
少
し
き
ん
ち
ょ
う
し

ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
ほ
ぼ
毎

て
い
ま
し
た
。
で
も
伊
藤
美

日
見
て
舞
を
覚
え
ま
し
た
。
　
容
院
の
方
に
ヘ
ア
メ
イ
ク
を

日
常
で
は
な
い
ゆ

っ
た
り
と
　
や

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と

し
た
日
本
独
特
の
リ
ズ
ム
で
　
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

最
初
は
曲
よ
り
も
速
く
動
い

衣
装
も
巫
女
み
た
い
な
服
で

た
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
毎
日
や

っ
て
い
く
う
ち

に
曲
に
乗
り
よ
ゆ
う
を
持

っ

ま
し
た
。
出
砂
原

の
お
祭
り
広
場
で

ま
い
ま
し
た
。
か

つ
ら
を
か
ぶ

っ
て

い
て
頭
が
痛
か

っ

た
け
ど
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
昼
ご
飯

を
食

べ
て
休
け
い

し
て
か
ら
パ
ー
ス

で
ま
い
ま
し
た
。

し
た
。
時
間
に
な
り

一
列
に

な

っ
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
し

て
神
殿
で
浦
安
の
舞
を
奉
納

沢
山
の
人
が
見
に
き

て
い
ま
し
た
。
練
習

（
一
区
）

通
り
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗

っ

て
安
養
寺
に
行
き
安
養
寺
か

ら
区
民
会
館
ま
で
ま
い
な
が

ら
行
き
ま
し
た
。
休
け
い
し

て
か
ら
は
ぎ
山
神
社
ま
で
ま

い
な
が
ら
行
き
ま
し
た
。
ま

い
な
が
ら
行

っ
た
の
で
し
し
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し

し

ひ

き

小
五

井

口

陽

翔

し
し
ひ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
梅
王
を
や
り
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
集
ま

っ
て
化
し

ょ
う
を
し
て
衣
し
ょ
う
を
き

ま
し
た
。
か
た
車
で
安
養
寺

ま
で
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

安
養
寺
で
記
念
品
を
も
ら
い

し

ま

し

た
ｃ

ミ

ス
な

く

キ

レ
イ

に
舞
え
た
の
で

良
か

っ
た
で
す
。

私
は
玉
串
も
や

り

ま
し
た
。

う

ま
く

で
き

て
ほ

め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た

や
り
た

い

し
、
伝
統
あ
る

浦
安
の
舞
を
受

け

つ
い
で
い
き

た
い
で
す
。

に
引

っ
ぱ
ら
れ

て
大
変
で
し
た
。

で
も
最
後
ま

で

し

っ
か
り
ま
う

事
が

で
き

て
よ

か

っ
た
で
す
。

神
社

で
も
ち
を

ま
き
ま
し
た
。

そ
し
て
か
た
車

で
区
民
会
館
ま

で
行
き
ま
し
た
。

そ
の
後
に
祝
賀

会
が
あ
り
ま
し

た
。
お
い
し
か

っ
た
。

一
日
中

や

っ
て
つ
か
れ

た
け
ど
し

っ
か

り
と
出
来
た
の

で
良
か

っ
た
で

す
。
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浦安の舞姫の皆さん 獅子曳きの皆さん

今
年
も
二
月
二
十
四
日

・
二
十

五
日
に
萩
山
神
社

の
春
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

頑
張

っ
て
く
れ
た
子
ど
も
達
を

紹
介
し
ま
す
。

梅

三

井

口

陽

翔

く
ん

五
年
生

（
一
区
）

松

王

桐

野

優

輝

く
ん

五
年
生

（四
区
）

桜
丸

大

澤

有

葉

く
ん

五
年
生

（
二
区
）

青

木

陽
芽
花

さ
ん

（六
区
）

宮

下

咲

良

さ
ん

（五
区
）

林

　
　
七

海

さ
ん

（四
区
）

小

川

由

凛

さ
ん

（三
区
）

鈴

木

愛

莉

さ
ん

（
二
区
）

伊

東

舞

織

さ
ん

（
一
区
）

■■

―
′

・
1

本

納|
|

マ1=ζ番
'声可

“
中 0

ヽ

マ

JЦ熟

..ヒ
■ 1

日
Ｌ
ロ



平成30年 6月 15日 下 市 田 区 報 館 報 第 100号 (12)

れ
六
十
本
余
り
の

鯉
の
ぼ
り
が
元
気

松
岡
城
址
愛
護
会
　
竹
三
村

年
Ｉ
大
　
に
泳
ぐ
中
、
第
七

四
月
二
十
九
日
０
気
持
ち

回
松
岡
城
址
新
緑

（は
る
）
の

良
い
天
竜
の
風
が
ほ
ほ
に
触

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
木
遣

り
剰
颯
保
存
会
に
よ
る
オ
ー

プ

ニ
ン
グ
の
気
合
い
入
れ
。

新
町
長

・
新
教
育
長
の
紹
介

を
含
め
た
挨
拶
も
松
岡
城
址

を
含
め
た
段
丘
の
景
観
を
守

る
方
向
に
行
く
よ
う
だ
。

自
分
よ
り
大
き
な
太
鼓
を

一
生
懸
命
た
た
く
キ

ッ
ズ
彩

か
ら
演
奏
会
が

ス
タ
ー
ト
、

コ
カ
リ
ナ
・
尺
八
・
舞
踊
・
二

胡

・
合
唱
と
素
晴
ら
し
い
演

常
会
長
一
Ｅ
委
員

一　
含
同
会
議

出
席
者
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
よ
り
今
年

一
年
の
事

一
業
計
画
の
発
表
が
あ
り
ま
し

四
月
二
十
二
日
、
区
民
会

た
。
新
年
度
の
事
業
が
い
よ

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平

い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

成
二
十
年
度
下
市
田
区
の
常

会
長

・
区
委
員
合
同
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
四
月
と
年
度
末
の
三

月
に
行
わ
れ
る
こ
の
会
議
は

各
常
会
長

・
下
市
田
区
の
代

議
員
と
各
委
員

・
公
民
館

・

神
社

・
保
存
会

・
民
生
委
員

・

農
業
委
員

・
町
議
会
議
員
等

の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
く
区

の
重
要
な
会
議
で
す
。

今
回
は
百
五
十
人
ほ
ど
の

.鳳 |'

奏
が
続
き
ま
し
た
。
鯉
の
ぼ

り
の
設
置
、
会
場
の
準
備
、

テ
ン
ト
張
り
、
車
の
移
動
の

案
内
、
多
く
の
区
民
の
皆
様

の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
茶

野
点
で
は
大
勢
の
女
子
高
生

が
喜
ん
で
参
加
し
多
く
の
観

客
が
若
さ
と
笑
顔
を
共
有
で

き
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
こ

の
活
動
に
参
加
し
城
址
の
保

護
に
関
心
を
深
め
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

分
館
長
ｏ主
事

研
修
旅
行

ま
だ
肌
寒
く
雪
が
舞
う
二

月
十
二
日
に
、
分
館
長

・
主

事
の
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し

た
。
朝
七
時
に
区
民
会
館
を

出
発
、
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
を

越
え
た
あ
た
り
は
雪
が
降

っ

て
い
ま
し
た
が
、
春
日
井
の

イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
近
づ

く
に
つ
れ
天
候
も
回
復
し
て

き
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
が
、
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋
工
場
の
見

学
な
の
で
、
バ
ス
車
内
で
の

ア
ル
コ
ー
ル
も
み
な
控
え
気

味
に
は
な

っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
祝
日
で
あ
り
製
造
工
場

は
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
案
内
係
の
方
の
説
明

で
ビ
ー
ル
の
出
来
上
が
る
ま

二
月
末
を
も

っ
て
三
区
分

館
主
事
の
三
浦
喜
久
夫
さ
ん

が
任
期
終
了
で
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
後
任
に
は
宮
下
征
司

さ
ん
が
選
出
さ
れ
二
年
間
分

館
主
事
と
し
て
お
務
め
頂
き

ま
す
。

ま
た
支
館
部
員
の
三
区
中

島
ひ
と
み
さ
ん
、
五
区
壬
生

亜
季
乃
さ
ん
、
六
区
湯
沢
広

美
さ
ん
の
三
名
も
任
期
終
了

と
な
り
交
代
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
二
年
、
三
年
に
わ

た
り
支
館
事
業
に
携
わ

っ
て

頂
き
お
疲
れ
様
で
し
た
。

後
任
に
は
三
区
中
村
美
智

代
さ
ん
、
五
区
大
島
奏
さ
ん
、

六
区
小
林
芳
美
さ
ん
が
選
ば

れ
支
館
事
業
に
当
た
り
ま
す
。

支
館
部
員
の
三
名
は
区
報

・

館
報
の
編
集
委
員
と
し
て
も

お
手
伝
い
頂
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記
一

昭
和
五
十
九
年

一
月
創
刊

の
区
報

・
館
報

「
萩

の
郷
」

が
三
十
四
年
の
歳
月
を
か
け
、

ま
た
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
‐００
号
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
記
念
号
と
し
て
４

ペ
ー
ジ
増
量
し
、
創
刊
に
係

わ

っ
た
方
、
編
集
委
員
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
た
方
な
ど
大

勢
の
皆
様
よ
り
‐００
号
に
寄
せ

る
思
い
を
寄
稿
し
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
お
忙
し
い
中
、

壬
生
町
長
さ
ん
、
大
洞
公
民

館
長
さ
ん
か
ら
も
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

寄
稿
頂
い
た
皆
様
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

宮 下 征 司

で
の
工
程
を
見
学
、
原
料
の

展
示
も
あ
り
実
際
に
麦
芽
や

ホ
ッ
プ
に
触
れ
て
感
触
を
味

わ
い
、
試
飲

コ
ー
ナ
ー
で
は

出
来
立
て
の
ビ
ー
ル
の
味
を

堪
能
し
ま
し
た
。
お
昼
は
舘

山
寺
温
泉
の
サ
ゴ
ー
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
豪
華
な
食
事
を

頂
き
、
自
衛
隊

・
浜
松
基
地

エ
ヤ
ー
パ
ー
ク

（軍
事
博
物

館
）
で
は
、
様
々
な
実
機
や

装
備
品
が
展
示
さ
れ
、

日
頃
め

っ
た
に
見
ら
れ

な
い
威
圧
感
の
あ
る
展

．

示
品
の
印
象
を
持
ち
、

こ
の
よ
う
な
兵
器
を
使

用
す
る
事
が
無
い
こ
と

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
展
示
格
納
庫
に
は
、

歴
代
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
も
あ
り
操
縦
席
に

乗
れ
る
機
体
で
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
雰
囲
気
を
味
わ
い

撮
影
も
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
浜
松
の
お
土
産

の
定
番
で
あ
る
、
う
な
ぎ
パ

イ
エ
場
の
見
学
、
お
土
産
も

し

っ
か
り
購
入
し
て
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。
午
後
八
時

過
ぎ
無
事
高
森
に
帰
着
。
バ

ス
の
車
内
で
は
、
行
き
も
帰

り
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
相

互
の
親
睦
も
深
ま
り
、
大
変

有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。
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